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図 1－近畿中部の地質図（中村新太郎，1926） 

https://www.kubota.co.jp/urban/common/high-resolution/30/30_H2_Z1.pdf
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①大阪とその周辺地域の第四紀地質図 

 

近畿の第四紀層研究と地質図 

編集 この30号は，今回，先生が中心になっ

てまとめられた『大阪とその周辺地域の第四

紀地質図』と，先生の描かれた『千里丘陵と

その周辺の地質図』が主体です．それで，こ

の本文では，これらの地質図についてお話し

いただければと思います． 

市原 じつは，いまは地質図を描きあげるこ

とができて，とにかくほっとしているところ

で，正直なところ，この地質図から明らかに

されてくるいろいろな問題を，まとまった形

でお話しできる状態ではありません．それで，

本日は，地質図をつくっているときに私の感

じたことや，この地質図の特徴などを中心に

お話ししてみたいと思います． 

まず最初に，図１の地質図を見てください．

この図は，大正15年(1926)に日本で第３回太

平洋学術会議が開かれたときに，京都大学に

おられました中村新太郎先生がその巡検案内

図として作製され，「近畿中部の地理と地質」

という表題で発表されたものです．中村先生

は，常磐炭田ですぐれた層序学的研究をされ

た後，大正10年(1921)に京都大学に創設され

た地質鉱物学教室に赴任され，その後，近畿

の地層を調べて図のようにまとめられたわけ

です． 

この図で中村先生は，洪積層を古期洪積層と

新期洪積層とに大別し，古期洪積層は褶曲し

断層に切られており，これを不整合におおっ

て段丘をつくっている地層が新期洪積層であ

るとしておられます．いまでいいますと，古

期洪積層がだいたい大阪層群に相当し，新期

洪積層が段丘層に当たるわけで，このときに

すでに，近畿地方の第四紀層の層序と構造の

特徴が大づかみに示されたわけです． 

中村先生の図面は25万分の１で，北は琵琶湖

の南湖から南は大阪の上町台地のあたりまで

が入っています．今回の私どもの地質図と比

べますと，泉南・泉北，淡路島，明石，それ

に奈良盆地の南部や紀ノ川沿いの地域などが

入っておりませんが，いずれにしてもこれが，

近畿地方の第四紀層についての最初の地質図

です． 

その後の数少ない戦前の地質図にも，すぐれ

たものがあります．例えば図２は，昭和12年

（1937）に出版されたもので，六甲山塊の地

質図としては，一番古い図面です．この図は

京都大学の地質鉱物学教室の第１期生であっ

た上治寅治郎先生が，六甲山塊とその周辺を

克明に調べあげて作製されたものです．この

図では，古期更新層が緑，新期更新層が薄緑，

段丘及び旧扇状地が樺色，同系の濃い色が崩

積層になっております． 

そして戦後になりますと，洪積層の本格的な

層序学的調査がはじまります．昭和24年(1949)

からは，地質調査所大阪支所により，大阪平

野下の天然ガスの開発を目的とした地質調査

が行われました．この時，私は千里丘陵北東

部の調査を受けもって，古期洪積層中に海成

粘土層・火山灰層が何枚もあることを明らか

にして，これらの火山灰層をピンク・山田・

アズキ・八町池火山灰層と名づけました．ま

た何枚もある海成粘土層は，これらの火山灰

層を鍵層にして，それぞれを識別できること

もわかりました．そして，天然ガスの地質調

査をとりまとめた論文（大阪層群研究グルー

プ，1951）のなかで，古期洪積層は，千里丘

陵を模式地として，『大阪層群』と名づけられ

たわけです． 

一方，天然ガス開発は，平野部のボーリング

でその見込みのないことがわかりましたので，

この調査は数年で終了してしまい，大阪層群

の調査・研究は順調には進みません．第四紀

研究の立場からも，大阪層群・段丘堆積層を

どのような観点から調査研究したらよいのか，

暗中模索する状態が続きます．千里丘陵北東

部で識別した各海成粘土層が，広域にわたっ

て連続するかどうかも，まだわからなかった

のです． 

それで私は，大阪・明石地域の大阪層群と段

丘堆積層について詳しく検討し，千里丘陵北

東部の各海成粘土層は広域にわたって連続す

ると判断しました．そして，1960年に，下位

より順にＭaナンバー（海成粘土層の番号）を

つけて，これらの海成粘土層をＭa１層～Ｍa

８層と名づけました．Ｍaナンバーは，火山

灰層とともに，大阪層群の層序をわかりやす

いものにし，化石の産出層準も広域にわたっ

て検討できるようになりました． 

それ以来，大阪とその周辺の大阪層群・段丘

堆積層などについて，多くの個人・共同・団

体研究が活発に行われるようになり，学会誌 

・研究会誌などに地質図がつぎつぎに発表さ

れてきました．また，これらの研究結果にも

とづいて，いろいろな地質図幅が出版されて

まいります．もちろん地質図幅には，第三紀

中新世や中・古生代の地層・岩体も詳しく描

かれていますから，図幅にはそれらの地層・

岩体についての調査・研究の結果も盛り込ま

れております． 

こうした地質図幅の主なものを挙げてみます

と，17万分の１兵庫県地質鉱産図(1961)，５

万分の１神戸市および隣接地域地質図(1970)，

地質調査所の５万分の１図幅では大阪西北部

(1982)・神戸(1983)・須磨(1984)・大阪西南

部(1985)・岸和田(1986)・三田(1988)・京都

西北部(1989)・明石(1990)，国土庁の５万分

の１表層地質図の大阪西北・東北部(1977)，

園部・広根(1979)，京都東北・東南部(1982)

があり，このほかにも，まだいろいろな図幅

が出版されております． 

近畿の第四紀層の研究がスタートしてから以

後に，学会誌・研究会誌などに公表された地

質図，図幅として出版された地質図を，いま

全体として眺めてみますと，自分でもびっく

りするぐらいたくさんのものが出ております．

なかでも中村先生や上治先生の地質図になる

と，何しろ出版されてからすでに半世紀以上

も経っておりますから，いまではすっかり酸

化してしまって，さわるとぼろぼろになって

しまう．久し振りに取り出してみたら破けそ

うなので，あわてて障子紙で裏打ちして辛う

じてもっているというありさまです． 

また，地表地質の調査以外にも，これまでに

たくさんの人たちのいろいろな分野での研究

があって，例えば，植物化石の三木茂先生，

動物化石の鹿間時夫先生，地質構造の槙山次 

大阪とその周辺地或の第四紀地質図
－大阪層群を中心に－ 
語り手：市原 実＝大阪市立大学名誉教授 
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郎先生，大阪の地下地質の山根新次先生など

のすぐれた研究があって，こうした研究の成

果を引きついで近畿の第四紀層の研究は一歩

一歩進んできたわけです．そして中村・上治

先生をはじめこれらの方々は，もう亡くなっ

てしまわれております．もちろん今回の地質

図には，私たちの調査結果を加えているので

すが，いずれにしても，私たちの調査・研究

だけででき上がったものではない．そのこと

を，まづ最初に知っておいていただきたいの

です． 

 

12万５千分の１の地質図の編集 

この図面は12万５千分の１にまとめました．

本当は10万分の１にしたかったのですが，10

万分の１にしますと，『アーバンクボタ誌』の

全紙２枚の中では，大阪層群の分布全域をカ

バーできないんです．それで12万５千分の１

にして北部・南部の２枚に分け，南部の方に

は，大阪・奈良地域の地質断面図がおさまる

ようにいたしました． 

実際に12万５千分の１でつくってみたら，た

またま中村先生の25万分の１のちょうど倍の

スケールになっておりまして，これは不思議

な縁かもしれません．でも，あの当時に比べ

ますと，図面は，線比で倍ですけれども，そ

れ以降現在までの研究成果を集約して表現す

るように努めましたので，内容的にははるか

に密度が濃く，非常に細かいものまでが詰ま

っていると思います． 

この図面は，何人かで分担してつくりました．

順番に申しますと，紀ノ川沿いと淡路島は，

地質調査所の水野清秀さんにお願いいたしま

した．彼は大阪市大を卒業後，地質調査所で

淡路島の図幅の調査を現在やっております． 

ごく最近，同島北部の５万分の１の地質図が

出版されました．明石図幅です．図幅調査の

資料をまとめてくれたわけです． 

泉南・泉北地域と羽曳野周辺は，大阪市大の

吉川周作さんが担当してくれました．彼は，

羽曳野から泉北ニュータウン周辺の地域を調

査研究し，その後も大阪層群とその相当層の

火山灰層を研究しております． 

奈良盆地・京都盆地南部・湖南は，やはり，

大阪市大におります三田村宗樹さんにまとめ

てもらいました． 

六甲周辺は非常に問題の多い場所で，おまけ

に昔から多くの人によって調査されてきたと

ころです．大阪市大におられた藤田さんが中

心になって調査され，地質図もたくさん出て

おります．私どもは，六甲周辺については余

りオリジナルのデータを持ってないんです．

ですから，藤田さんのデータをもとにして，

多少考えの違う点がありますので，その辺を

考慮した上で図を作製しました．六甲周辺と

猪名川流域を担当してくれたのは，大阪市大

を出て西浦高校の先生をしております林隆夫

さんで，それを私がサポートしました． 

それから，播磨は，私がまとめました．播磨

の南部地域は，大阪市大の卒業生で，いま川

崎地質におります居川信之さんが，卒論・修

士論で調査してくれております．そのデータ

を考慮に入れてまとめました． 

あと，枚方，山崎，高槻，千里の付近は，私

が取りまとめをいたしました．この付近には

まだ未調査のところもあって，いろいろと問

題が残されております．それで地質図をつく

るのに一番難航しました．問題のところを実

際に確かめようと思って現地へ行くのですが，

現地へ行っても家が建ち並んでいるだけで，

何にもチェックができないことが多いのです．

だが，現在までに集めたデータをもとにして

合理的な図面をつくることができたと私は思

っております．しかしこの地域だけで，恐ら

く１年ぐらいかかったような気がします． 

それから，京都盆地中・北部，亀岡盆地，湖

西も私がまとめました．既存のデータを使っ

て，できるだけ無理のない地質図に仕上げた

つもりです．湖西の古琵琶湖層群については，

林隆夫さんの詳しい図がありますので，コン

パイルは簡単なんです．ところが問題なのは

京都の伏見とか東山，清水寺のあたりがいか

んのです．このあたりは，千里とか高槻とか

泉北ニュータウンなどのように，新しく開発

されたところと違って，もう「千年の都」で

すから苔むしています(笑)．地元の京都の研

究者でもわけわからへんという，そういう場

所です．それで，そのあたりはある程度推定

で地質図を仕上げてあります．都市再開発で

もあれば別でしょうが，そういうことも多分

ないと思いますから，恐らくこれからも調査

は無理だろうと思います． 

さて，こうして何人かで分担して図面をつく

り始めたわけですが，若い人たちは割合早く

仕上げてくれました．ところが，一番おそく

なってしまったのが私です(笑)．おくれてし

まったのは，みんなの描きたがらない難しい

地域は，大体私が受けもつとか，そのほかに

も理由は幾つかはあるのですが，何よりも年

をとって目が悪くなって，毎日こういう図面

を眺めていると線がかすんでくる(笑)．それ

が一番こたえました．ちょっと欲張り過ぎて

あんまり細かく描き過ぎたせいもあるんです

が，原図を見ながら線を引く作業自体にも難

航してしまいました． 

この地質図では，ベースの地形図として，地

理調査所から昭和29年に出版された仮製版の

20万分の１の地形図を使いました．なぜこん

な古い地形図を使ったかといいますと，今の

20万分の１の地形図を見ていただいたらわか

るのですが，千里丘陵や高槻の付近，あるい

は泉南・泉北などでは，丘陵地帯に描かれて

いるのは，ニュータウンやゴルフ場ばかりで，

どこに丘があって，どこに谷がありというの

が全然わからなくなっています．もし現在の

地形図を使ったとしたら，造成地の上に地形 

・地層のもとの姿をかきだしていかねばなら

ないので，とてもかけないのです． 

それで，いろいろ考えたあげく，ずっとさか

のぼって昭和20年代の20万分の１の地形図で

あれば，千里丘陵の姿とか，泉南・泉北の丘

陵の姿が浮かび上がりますので，それを12万

５千分の１に拡大したものをベースにして図

面を描いたわけです．この場合，ベースの地

形図には緯度・経度の目盛りが分の単位まで

付されていますから，私が担当した地域につ

いては，まず分単位の目盛りをタテ・ヨコに

結んで，地形図の上に約1.5cm×1.2cmの碁

盤目を引く．一方，５万分の１の地質図原図 
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にも同じように，分単位の碁盤目を引いて，

それぞれの部分がきちんと対応できるように

し，こうして地形図の上に原図を正確に写し

取るようにしました．そのようにしないと位

置が狂うおそれがあります． 

ですから，例えば地質図原図が５万分の１で

なくて５千分の１とか，１万分の１とか，２

万５千分の１でありますと，まず碁盤目の入

った５万分の１の図面にこれを写し，その写

したものを簡略化しながら12万５千分の１の

地形図の上に写し取るという，そういう操作

を行ったわけです．その作業が，千里とか六

甲の周辺ではじつに大変だったのです．１日

に碁盤目２つぐらいしかかけないというよう

な(笑)，そういう作業で，途中で何度もかく

のをやめようかと思いましたけど，辛うじて

できました． 

今回は，２万５千分の１の『千里丘陵とその

周辺の地質図』も同時に出ることになりまし

たので，これを見てもらえば地質図原図がど

ういうものであるかがお判り項けると思いま

す．もちろん，すべての地質図原図が千里丘

陵の地質図と同じ精度ではありませんが，こ

うした地質図原図をもとに，これらを簡略化

し，それを広域につなげる形で，この12万５

千分の１の地質図ができ上がったわけです． 

 

大阪層群の基盤岩類 

では，この図面はどういうぐあいに色分けし

たかと申しますと，この図は大阪層群を中心

にした地質図で，新しい地層が主体です．し

たがってそれより古い地層・岩体すなわち基

盤岩類については，どういう地層・岩体があ

るかがわかる程度に，できるだけ簡略化して

示すことにしました． 

その基盤岩類を凡例に従って古い順に一瞥し

ますと，まず一番古い地層として，中・古生

層の丹波層群が，北摂山地から丹波山地一帯

に広く分布します． 

次の三波川変成岩類は，紀ノ川沿いに東西に

細長くのびる格好で分布しますが，これは，

中・古生層が変成作用を受けてできた岩類で

す．この三波川変成岩類のすぐ北側を東西に

走っている長大な断層が中央構造線です． 

ピンク色は領家花崗岩類，あるいは領家複合

岩類といいますが，これは中生代白亜紀の花

崗岩類と変成岩類を主体とした岩体です．淡

路島，和泉山脈の北側，金剛・生駒山地，笠 

図2－上治寅治郎，1937

https://www.kubota.co.jp/urban/common/high-resolution/30/30_3_Z2.pdf
https://www.kubota.co.jp/urban/common/high-resolution/30/30_3_Z2.pdf
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置山地などに広くでています．六甲山地の一

部にも，淡路島のものが延びてくる格好でこ

の花崗岩類がでております． 

薄い紫色は有馬層群，泉南酸性岩類です．こ

れも領家花崗岩類とほぼ同じくらいの時期に

噴出した流紋岩の溶岩とか火砕岩です．水中

堆積の地層もあります．有馬からその北部や

西部一帯にかけて広く分布するのが有馬層群，

和泉山地の北側に分布するのが泉南酸性岩類

とよばれています．淡路島にも泉南酸性岩類

に相当するものがでてきます． 

その次の少しくすんだ赤色は六甲花崗岩など

で，これは，中生代の白亜紀後期の花崗岩で

す．六甲をはじめ能勢，茨木，そのほか水晶

で有名な田上山花崗岩，比叡山～大文字山の

花崗岩もこの類です． 

ブルーに塗ってあるのは中生代の白亜紀後期

末の和泉層群．和泉砂岩とよばれているもの

です．三波川変成岩類の北側に東西に細長く

分布します． 

あと，基盤岩に当たるものには，新第三紀の

中新世の堆積岩類と火山岩類があります．こ

のうち青緑色で示した堆積岩類には，大阪の

二上山周辺の二上層群，河内長野の甘南備累

層，奈良の地獄谷層と藤原層．京都の，貝化

石がたくさん出る奥山田の綴喜層群，それに

神戸の北西一帯から三田にかけて広く分布す

る神戸層群などがあります．神戸層群は，千

里丘陵の島熊山付近のほか箕面市白島の北方

にも顔を出しています． 

中新世の火山岩類は濃い紫色です．二上山と

三笠山が有名ですが，そのほか河内長野の獄

山，泉南の鍋山，それに西宮の甲山や奈良の

耳成山や畝傍山などもこの部類です． 

 

大阪層群とその相当層を同一基準で区分 

大阪層群は，およそ以上のような中・古生代

あるいは中生代，さらには新第三紀中新世の

地層・岩体を基盤岩にして，その上にのって

いる．そして主として丘陵地をつくっている

わけです．西の方から目につくところを順不

同にあげていきますと，播磨の丘陵地，淡路

島の丘陵地，泉南・泉北，生駒山地の東麓，

奈良盆地の東縁，千里・高槻・枚方の丘陵，

それから能勢の谷間，京都の向日町，宇治，

黄檗，桃山から伏見・深草，京都の東山の山

麓などです．亀岡盆地では篠町層が篠町の付

近にあります．琵琶湖の辺にいきますと，古

琵琶湖層群とよばれる大阪層群相当層が，湖

南および湖西の地域に分布しています．また

紀ノ川沿いには，菖蒲谷層とよばれる大阪層

群相当層が丘陵地をつくっています． 

図４（p.10～11）は，近畿一円の鮮新世以降の

新しい地層の分布が一目でわかるように，基

盤岩類を一色にまとめ，主要な断層名を入れ

て今回の地質図を補った小縮尺の地質図です． 

この図によって地形との関係をみていきます

と，まず基盤岩類のつくる山地は，一番南側

では中央構造線ぞいに和泉山脈から淡路島の

諭鶴羽山地へと東西にのびていて，その北側

には，南北につらなる山地が列をなしていま

す．西からいいますと，淡路島の脊梁山地～六

甲山地，金剛山地～生駒山地，笠置山地～比

良山地，布引山地～鈴鹿山脈～伊吹山地です． 

そしてこれらの山地列の間には，鮮新世以降

に生じた堆積盆地が東西に並んでいます．西

から播磨盆地（播磨灘を含む），大阪盆地（大

阪湾を含む），奈良盆地～京都盆地，上野盆地

～近江盆地（琵琶湖を含む）です．またこれ

らとは別に，和泉山脈の南側には東西に細長

い盆地が紀ノ川沿いにのびていますし，京都

盆地の西方には亀岡盆地があります． 

大阪層群とその相当層は，これらの大小の盆

地周辺の丘陵地のほかに山地のごく一部に分

布しているわけですが，それだけはでなく， 

写真1－朝代火山灰層の露頭                   写真2－福田火山灰層の露頭                    写真3－ピンク火山灰層の露頭
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これらの盆地の地下では，地表にくらべはる

かに厚い地層となって堆積しています． 

ですから，これは以前にも本誌で述べている

ことですが，近畿地方の平野と丘陵の成り立

ちとその構造，自然環境の変遷といったこと

を知るためには，これらの地層の様相と，そ

の地層中に刻まれている記録を詳しく調べ，

大小の盆地ごとに分布するこれらの地層の全

体的な関連を明らかにしていかねばならない．

つまり，それぞれの地域ごとに，それぞれ独

自の層相ごとに区分された地質図があるだけ

では不十分で，これらの地層の全体が，大阪

層群の標準層序にもとづく同一の基準によっ

て区分された広域の地質図が，どうしても必

要になる．同時にそれは，図４のような小縮

尺のものではなく，少なくとも堆積環境が読

みとれる程度の内容を備えていなければ意味

がないわけです． 

もちろん，こうした地質図をつくるためには，

広域にわたっての大阪層群の調査・研究が進

み，それぞれの地域の相互関係が明らかにさ

れてこなければなりませんが，このたび漸く

のことで，12万５千分の１の地質図としてま

とめることができたわけです． 

凡例に示しましたように，この地質図では，

大阪層群最下部が黄土色，大阪層群下部は黄

色，大阪層群上部は２つに分けましてＭa６

層の上限を境に下半部が緑色，上半部（つま

り大阪層群の最上部にあたる部分）はオレン

ジ色になっております．琵琶湖周辺や紀ノ川

沿いの大阪層群相当層も同じ基準によって色

分けされております．そしてこれらの地層中

には，できるだけ多くの鍵層を示して，同一

層準の単層の分布や，地層の堆積環境が読み

とれるように密度を高めました．以上の点が，

今回の地質図の大きな特徴で，いわばこの地

質図は，「近畿地方の平野と丘陵」研究の基礎

資料ということになります． 

 

キーベッド 

普通，地層を分けるときは，地質調査をやれ

ばわかることでありますが，キー層（鍵にな

る地層，キーベッド）を野外で追いかけて，

それを基準にして地質図を作図していきます． 

キー層になるものは，日本では，普通は火山

灰層なんですが，それ以外にも，例えば大阪

層群であれば海成粘土層，あるいは特定の化

石層をキー層に使う場合もあります． 

しかし一番正確なキー層というのは火山灰層

です．火山の噴火によって火山灰が広い範囲

に吹き飛ばされる．それが地層として残るわ

けですから，ある火山灰層というのは，ある

特定の時間面をあらわしている．だから，そ

れを広範囲に追跡すると，過去のある特定の

時間面に堆積した地層，つまり同一層準の地

層が明らかになるわけです．また離れた地域

の火山灰層どうしも，さまざまな鑑定法を用

いて慎重に同定し，対比することができます． 

ただ，こうして口で言うのは簡単ですが，火

山灰層を丹念に追いかけるというのが大変な

仕事なんです．歩いて野外調査するしかあり

ませんから，広域の調査となると，ともかく

時間がかかります．しかしいくら時間がかか

っても，これが最も信頼できる方法ですから

結局は一番近道なんです． 

また大阪層群の場合には，海成粘土層が有効

な鍵層になります．大阪層群は，主として湖

沼成・河成の粘土・シルト・砂・礫層などか

らなるのですが，そのなかに12枚の海成（内

湾成）の粘土層がはさまれています．この粘

土層は，海域(内湾)にたまったものなので，

連続性に富んでいるのが特徴です．ただ海成

粘土層としてはみな同じ性質をもっています

から，単独では，それぞれを見分けることは

難しいのです．しかし，その粘土層中や粘土 

写真4－Ｍa3層・アズキ火山灰層の露頭 写真5－Ｍa5層・八町池火山灰層の露頭 写真6－Ｍa8層・カスリ火山灰層の露頭
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層の上下の地層中にはさまれる火山灰層との

関係をみていくと，それぞれの海成粘土層を

識別し，さらにその層準まで正確に知ること

ができます．それで，これらの海成粘土層を

下位から順にＭa－１（マイナス１），Ｍa０，

Ｍa１，……Ｍa10層というように番号をつけ

て，鍵層として使っているわけです． 

例えばＭa１層の場合には，この粘土層の数ｍ

上にピンク火山灰層がある．Ｍa２層には山

田火山灰層がはさまれている．同様に，Ｍa３

層にはアズキ火山灰層，Ｍa５層には八町

池火山灰層がはさまれており，Ｍa７層とＭa

８層の直下には，それぞれサクラ火山灰層，

カスリ火山灰層がでてきます．そしてアズキ

火山灰層と八町池火山灰層の中間にでてく

る海成粘土層がＭa４層，八町池火山灰層と

サクラ火山灰層の中間にでてくる海成粘土層

がＭa６層，ということになり，それぞれの層

準まで正確に分かるわけです． 

編集 海成粘土層の番号は，一番初めにつけ

られたときよりは増えているんですね． 

市原 海成粘土層に番号（Ｍaナンバー）をつ

けたのは，さきほど述べましたように，1960

年(昭和35年)，今から約30年ほど前のことで

す．そのときに私は，大阪層群の模式地にな

っている千里丘陵の８枚の海成粘土層に対し

て，Ｍa１，Ｍa２，……Ｍa８層というように

番号をつけたわけです． 

ところがその３年後の1963年（昭和38年）に，

大阪市が地盤沈下対策と関連して，田中元町

で深さ907ｍのOD-1深層ボーリング（地質図の

深層①）を行ないました．これは一般にはオ

ールコアといわれていますが，コア採取率は

平均で44％，粘土質のもので58～49％，砂礫

質のもので35％です．ですから実際には，採

取率100％はありえないのです．しかし，これ

らのコアから，かなりの精度で海成粘土層・

火山灰層を識別し，それらの層準を決定する

ことができます． 

それで，田中元町のＯＤ-１のボーリングデー

タを，千里丘陵のものと対比していきますと，

Ｍa１層の下位に，もう１枚の海成粘土層が見

つかったんです．それで，これがＭaO層．ま

たＭa８層の上位には，５枚の海成粘土層が

見つかりました．それでこれらが，Ｍa９，

Ｍa10，……Ｍa13層です．このうちＭa10層

までが大阪層群の海成粘土層，Ｍa11層とＭa 

12層は段丘層にはさまれる海成粘土層，Ｍa 

13層は沖積層にはさまれる海成粘土層です． 

ついでに申しますと，『千里丘陵とその周辺の

地質図』をみていただけば分かるのですが，

その後，千里丘陵でもＭaO層がみつかりまし

た．ふつう海成粘土層は，シルト層や砂礫層

にはさまれているのですが，千里丘陵のＭa

０層は，淡水成の粘土層中にはさまれた薄い

粘土層で，なかなか見つけにくいのです．そ

れで初期の調査では誰もが見落としてしまっ

たわけです．また，Ｍa９層は，調査が千里丘

陵の全域に及んできたとき，西部域で見つか

りました．Ｍa10層は千里丘陵では見つかっ 

ておりません． 

それから，Ｍa－１層が見つかったのは最近

で，1984年です．ただしこのＭa－１層の分布

域はごく限られていまして，いまのところ地

表では岸和田市の津田川流域とその付近だけ

です．Ｍa－１層は，12万５千分の１地質図

にも示してあります．また，ＯＤ-1・ＯＤ-2

ボーリングコアの再検討の結果，やはりＭa

－１層がどちらにも見つかっています． 

編集 そうすると将来，Ｍa－２やＭa－３が

見つかる可能性は…… 

市原 その可能性はない，などとはいえませ

んね(笑)．最初の海が入ってくる経路を想定

し，その後の侵食がなかったような地域，例

えば，和歌山の少し沖合あたりでオールコア

のボーリングをしてみれば，はっきりしてく

るのではないかと思いますが． 

編集 火山灰層というのは，内湾や湖沼など

にたまったものが残っているんですね． 

市原 そうです．内湾や湖沼では，粘土層の

なかにたまっている場合が多いのです． 

いずれにしても，全部水つきのものが残って

いる．また氾濫原のような，河成の地層中に

もたまっておりますが，この場合には，火山

灰層は切れぎれになってしまいます．内湾成

や湖成の地層中に入ってくる場合には，波な

どで多少撹拌されて小さく波打っていますが，

細々ながらよくつながります． 

 

大阪・京都・奈良・明石・淡路島の大阪層群

の地質柱状図 

図３は，淡路島，播磨（明石），大阪（千里及

び泉南・泉北），奈良（京阪奈），京都（向日

町）などの各地域における，大阪層群の標準

的な地質柱状図です．これらの地質柱状図に

みられるように，それぞれの地域の層序は，

いま述べたような鍵層にもとづいてたてられ

ているのですが，同時にまた，これらの図に

は，これらの鍵層によって，各地域の地層が

どのように対比されるのか，ということが示

されています． 

さきにもちょっと述べましたように，一番初

めに大阪層群の層序がたてられたのは千里丘

陵なのですが，その後，泉南・泉北地域の調

査が進んできますと，両地域の地質柱状図を

比べればわかるように，千里丘陵では，Ｍa10

層などのより上位の層準と，朝代火山灰層な

どのより下位の層準が欠けていることがわか

ってきました．それで現在では，千里丘陵で

の層序と，大阪層群の最下部から上部の上半

部（最上部）までの層準がそろっている泉南・

泉北地域での層序をあわせて，大阪層群の標

準層序がたてられております． 

その泉南・泉北地域では，福田火山灰層の直

上を境にして，大阪層群は下部と最下部に分

けられていますが，この福田火山灰層は，奈

良盆地の普賢寺火山灰層に，明石地域の前開

火山灰層に，淡路島の久留麻火山灰層に，さ

らに湖南の古琵琶湖層群草津累層中の五軒茶

屋火山灰層に対比されます．その結果，これ

らの鍵層にもとづいて，それぞれの地域での

大阪層群の下部と最下部を境する層準が明ら

かになり，また大阪層群と古琵琶湖層群の層

序関係もより明らかになったわけです． 

これらの火山灰層の分布は，凡例に示した記

号によって，地質図上に示してあります．最

下部と下部の地層は，これらの火山灰層の直

上で境され，色わけされております． 

大阪層群の上部と下部は，Ｍa３層の下部に 
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はさまれるアズキ火山灰層の下限で境されま

す．さきに触れましたように，大阪平野周辺

の丘陵地の地層に『大阪層群』の名称がつけ

られたのは1951年(昭和26年)のことですが，

このときにはすでに，この特徴的な色合いと

組成をもった火山灰層が，周辺丘陵の全域に

わたって広く分布していることがつきとめら

れておりました． 

また，このときには，天然ガスの調査が目的

でしたから，ボーリングも行われました．ア

ズキ火山灰層そのもののコアは採取できませ

んでしたが，海成粘土層中の火山ガラスを調

べて，アズキ火山灰に特徴的な電球型・三角

型のアメ色の火山ガラスのあることから，鴫

野（地質図の深層⑭）では，地下175ｍの深さ

にアズキ火山灰層があると推定できました． 

そうしたことから，この火山灰層が非常に有

効な鍵層になることがわかり，大阪層群は当

初から，アズキ火山灰層を境にして，上部と

下部とに分けられてきたわけです． 

こういう非常に重要な鍵層なのですが，今回

の地質図では，その分布の表示を，上部と下

部の境界線，すなわち，黄色と緑色の境の線

で代用させております．記号をつけだしたら

余りにも煩雑になって，逆に図が読めなくな

ってしまうからです．同様に，Ｍa３層の表

示も同じ境界線で代用させております． 

淡路島や明石には，アズキ火山灰層はありま

せん．海成粘土層も，Ｍa１層が明石海岸の東

二見にあるだけです．大阪盆地では，アズキ

火山灰層は広く分布しています．Ｍa－１・

Ｍa０層の分布はやや限定されますが，Ｍa１ 

・Ｍa２・Ｍa３層はよく連続します． 

奈良盆地では，Ｍa１層とＭa２層はでてきま

すが，アズキ火山灰層もＭa３層もこの地質

柱状図には示してありません．ただ補足しま

すと，奈良盆地中央部の地下にはアズキ火山

灰層とＭa３層が伏在し，同盆地の南部では，

アズキ火山灰層が淡水成層にはさまれてでて

きます． 

京都の向日町・深草にはアズキ火山灰層とＭa

２・Ｍa３層があり，向日町では，Ｍa１層が

その南部で局所的に確かめられています．ま

た深草では，アズキ火山灰層はＭa３層の上

部にはさまれています． 

湖西にいきますと，アズキ火山灰層と対比さ

れる，別名，琵琶湖アズキとよばれる喜撰火

山灰層が，古琵琶湖層群堅田累層の淡水成粘 

図3－大阪・京都・奈良・播磨・淡路島の大阪層群の地質柱状図 <市原，1991>

https://www.kubota.co.jp/urban/common/high-resolution/30/30_7_Z3.pdf
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土層のなかにでてきます．古琵琶湖層群には，

海成粘土層は全く見出されません． 

大阪層群上部は，さきほども述べましたよう

に，今回の地質図では，Ｍa６層上限を境にし

て２つに分け，上部の下半部（狭義の上部）

は緑色，上部の上半部（最上部）はオレンジ

色に塗り分けました．地質柱状図に見られる

ように，Ｍa３層からそれより上位の地層は，

はさまれる海成粘土層の枚数が多くなり，砂

礫層と海成粘土層との互層になります．さら

にＭa６層よりも上位の地層は，全体に砂礫が

多くなり，層相に違いがでてきます．それで

色を分けました．このＭa６層の分布も，上部

の下半部（狭義の上部）と上部の上半部（最

上部）の境界線で代用させております．大阪

層群上部の海成粘土層であるＭa３，Ｍa４，

……Ｍa10層の分布については，あとで説明し

ます．なお大阪層群と古琵琶湖層群の火山灰

層の対比から，Ｍa６層は，古琵琶湖層群では

佐川Ⅱ火山灰層の直上の層準にあたる推定さ

れています． 

凡例には，「大阪層群の層序と主要な鍵層」

および「大阪層群と菖蒲谷層・篠町層・古琵

琶湖層群との対比」という表を載せ，大阪層

群とその相当層を区分した基準を示してあり

ます．凡例と図３の地質柱状図をあわせて地

質図を見ていただけば，図上に記した多くの

鍵層のもつ意味が，より鮮明になってくると

思います． 

なお，この地質図と対になる「大阪層群」の

編集も進んでおり，なるたけ早い時期に出版

します．これには，全地域にわたって記載す

る予定です．少し専門的にはなりますが，そ

う難しいものではありませんので，この方も，

ぜひご覧いただければと思います． 

 

大阪層群の総合層序表 

表１は，大阪層群の総合層序表です．この表

は，大阪層群の層序区分にもとづいて，近畿

地方の鮮新世以降の植物や動物の変遷，気候

変化，絶対年代，古地磁気の移り変わりなど

の研究成果をまとめて示したものです． 

この表の左端に層序という項目がありますが，

これは，いままで述べてきたように，多数の

鍵層によって，大阪層群の層序区分が行われ

ていること，同時に，植物や動物の化石が，

これらのどの層準からでているか，などを示

しています． 

《メタセコイア植物群とその繁栄期》 

まず大型植物化石の項目をみますと，大阪層

群の最下部から下部にかけては，カリヤクル

ミ，ヌマミズキ，イチョウ，シマモミ，イヌ

カラマツ，フウ，フジイマツ，セコイア，イ

ヌスギ，オオバタグルミ，メタセコイア，オ

オバラモミなど，すでに日本では絶滅してし

まった樹種で構成される暖温帯型のメタセコ

イア植物群がでてきます． 

編集 イチョウは，日本では絶滅していたの

ですか． 

市原 日本では，鮮新世つまり第三紀の終わ

りに絶滅しています．中国に現生しているも

のを輸入したのが，いま日本にあるイチョウ

です．大阪では，泉南の淡輪の付近から300万

年ぐらい前のイチョウの化石がでています． 

編集 セコイアというのは，たしかアメリカ

に現生している大きな樹のことでは…… 

市原 アメリカのカリフォルニアで，大きな

木にトンネルをあけて，そこに自動車を通り

抜けさせているという，木の高さが数10ｍから

100ｍ近くまでになる巨大な大木です．常緑の

スギ科の植物です．セコイアの化石は，大阪

層群の最下部にでてくる． 

メタセコイアは，大阪市大におられた三木茂

先生が見つけられて，新属として新たに命名

されたものです．メタセコイアに類するもの

には，同じスギ科にセコイアとかイヌスギな

どいろいろなものがあってわかりにくいので

すが，先生は，化石の産出状態から，葉が対

生で落葉であることをつきとめ，セコイアや

イヌスギなどと区別され，また現生種にも類

似のものが知られていなかったので，新属と

してメタセコイアを命名されたのです．原記

載は1941年（昭和16年）で，和歌山県橋本，

岐阜県押沢などから採取された標本について

「日本植物学輯報」に発表されております． 

ところが，それから４年たった終戦直後の時

期に，絶滅したと思われていたメタセコイア

の現生種が中国で発見されたのです．こうし

て三木先生の研究は，国際的な注目を浴びる

ことになったわけです． 

その後，メタセコイアの苗木が中国から輸入

されましたので，いまでは日本の各地でこの

木が育っています．じつは私も，苗木をもら

って京都の家の庭に植えました．そうしまし

たら，あっという間にばかみたいに大きくな

りまして，とにかく始末がわるい（笑）． 

最終的には幹の直径が2.3ｍ，高さ35ｍ，すご

い木になるのですから．根がのびてきて家の

下水の土管を全部壊してしもうて（笑）．あれ

には，往生しました（笑）． 

編集 現在でも，南の暖かい地域には，構成

樹種がメタセコイア植物群に似たものは存在

しているのですか． 

市原 いや，そういうものはもうないでしょ

う．だいたいメタセコイア植物群というのは，

鮮新世に栄えた古植物群の名称で，これも三

木先生の命名です．イヌスギ，シマモミ，フ

ウなどの暖帯系の植物に，オオバラモミなど

の温帯系の植物が交じるのですが，メタセコ

イアを多産するのが，この植物群の特徴です． 

その前の時代のものには，メタセコイアは少

なくて別の暖帯系の樹種が多い．それで，こ

の植物群が，鮮新世を代表する古植物群の１

つになっているわけです．樹種としては，現

在も残存しているものがあります．フウの木

は台湾や中国に現生していますし，メタセコ

イア，イチョウ，イヌスギ，シマモミ，イヌ

カラマツなども，中国大陸に現生しています． 

編集 いずれにしても，大阪層群最下部の時

代は，気候が温暖で，そこには多くの湖沼や

湿地がひろがっていて，周辺にはセコイアと

かメタセコイアというような巨木が繁茂して

いたわけですね． 

市原 そうだと思います．そして，こうした

メタセコイア植物群の繁栄期には，アケボノ

ゾウなどの，第三紀型のステゴドン系のゾウ

が群れをなして森林や草原を徘徊していただ

ろう． 

一方，その温暖な環境は，非常に長い期間に 



   

 

URBAN KUBOTA NO.30｜9 

わたって続きます．そしてこの間に発生した

地殻変動のスケールも相当なもので，この時

期には，湖沼成・河成の非常に厚い地層が堆

積しています．それが，地質図の黄土色の地

層で，播磨の丘陵地，淡路島，千里や泉南の

丘陵，紀ノ川沿い(菖蒲谷層)，奈良盆地から

京阪奈丘陵，湖南（古琵琶湖層群）などに顔

を出しています． 

編集 この時期の古地理については，以前，

本誌23号に紹介していだだいておりますね(23

号，p.8，図１・4Ａ)．中央構造線の南側にあ

った分水嶺から河川は北流し，泉南地域や淡

路島の西岸あるいは北端にまで，三波川変成

岩類の大きな礫を運んできたという…… 

市原 そういうことだと思います．とくにこ

の時期の菖蒲谷層は，大阪堆積盆地の形成と

切りはなすことのできないものです．私は，

菖蒲谷層は大阪層群にふくめた方がよいので

はないか，と考えています． 

《メタセコイア植物群と寒冷系植物の共存期》 

では，そういった第三紀型の，温暖な気候の

もとで繁栄していたメタセコイア植物群は，

どういう過程をへて姿を消していったのか． 

そのことを，表１の総合層序表にもどって見

てみますと，初期のころは，メタセコイア植

物群は多彩な構成樹種を伴っていますが，上

位の層準になってくると，ヌマミズキ，イチ

ョウ，イヌカラマツ，フウ，フジイマツ，セ

コイアなどが消え失せ，構成樹種は半分以下

に減少してしまいます． 

そして逆に，福田火山灰層の上ぐらいの層準

からは，それらに代わってチョウセンマツ，

ヒメバラモミ，ミツガシワなどの寒冷気候型

の樹種や水草が増えてきます．つまり，構成

種が減少するだけでなく，温暖型と寒冷型の

種が共存する時期へと移り変わる．それで，

メタセコイア植物群が消滅期に入ったことが

わかります． 

そしてあたかも，こうした気候の変化に呼応

するかのように，この時期の半ばになると，

この地域に海が進入し始め，全体の環境がが

らりと変わってしまいます．この時期におけ

る海の進入は，Ｍa－1，Ｍa0，Ｍa1，Ｍa2の

４回がみとめられますが，この地質図では，

黄色の地層中に記した青線(-1)，（0），（1），

(2)によって，それぞれの海成粘土層の分布域

を示してあります．なおこの地質図では，海

成粘土層は奇数番号のものを記入し，偶数番 

表1－大阪層群(鮮新・更新統)の総合層序表 (市原・吉川・亀井，1984に加筆)
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図4－近畿の鮮新･更新統〔大阪層群・古琵琶湖層群とそれらの相当層〕の分布を示す図

https://www.kubota.co.jp/urban/common/high-resolution/30/30_10_11_Z4.pdf
https://www.kubota.co.jp/urban/common/high-resolution/30/30_10_11_Z4.pdf
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号のものは省略したものがあることを，おこ

とわりしておきます． 

海の進入は，最初は部分的ですが，２度めに

進入したＭaOの海は，少なくともその海(湾)

域を泉南から千里・枚方にまで広げておりま

す．さらに，次のＭa１の海は飛躍的に拡大

し，その海(湾)域は，泉南・泉北はもちろん，

西は明石から六甲の南麓一帯，北摂山地の能

勢の谷間にも進入し，千里，高槻，枚方，山

崎，向日町の南部，宇治から奈良盆地の奥深

くまで進入するという，きわめて広大なもの

です．この海は，やがて退きますが，その後

まもなくＭa２の海が進入し，今度は，向日町

の北部はもちろん，黄檗から伏見・深草まで

入りこんでおります． 

《鮮新世と更新世の境界》 

こうして，この時期以降，この地域は幾たび

も海陸の変遷を繰り返すことになるわけです

が，以上のような大きな変化は，明らかに時

代が変わったこと，つまり温暖で平穏な第三

紀から，寒暖の交代を繰り返す第四紀へと，

年代が移り変わったことを告げています． 

この２つの年代を分ける境，鮮新世と更新世

の境界（鮮新統・更新統の境界）は，大阪層

群では寒冷化の訪れを示す層準，すなわちメ

タセコイア植物群の繁栄期と消滅期を境する

層準で示されます．そしてこの層準が，福田

火山灰層の層準に相当し，その絶対年代は，

約160万年前，古地磁気では，オルドバイ事

件(正磁極亜帯)の直上になります．大阪層群

は，この層準をもって，最下部と下部とに区

分されているわけです． 

《メタセコイア植物群の消滅》 

では，メタセコイア植物群が消滅してしまう

のはいつごろか．だいたいメタセコイアは，

Ｍa２層まではでてくるのですが，それ以降に

なると，忽然と姿を消してしまいます．です

から，この時期のすぐ後に訪れる寒冷化の指

標が，メタセコイア植物群消滅の層準になる

のですが，そうしたメタセコイアを伴わない

寒冷系植物の遺体は，富田林市五軒家のアズ

キ火山灰層直下の泥炭層の中に見出されます．

一方，花粉化石をみましても，アズキ火山灰

層の層準を境にして，メタセコイア帯とブナ

帯とが分帯され，同じように変遷しているこ

とがみとめられます．こうして，メタセコイ

ア植物群は，アズキ火山灰層の層準をもって

消滅してしまいます． 

じつは大阪層群は，さきほども申しましたよ

うに，当初からアズキ火山灰層を境に上部と

下部に区分されてきたわけですが，このよう

な生層序の研究により，メタセコイア植物群

の消滅を示すこの層準の重要性が改めて認識

されました．大阪層群における上部・下部の

区分は，年代区分の指標となることが明らか

になったわけです．この層序表では，更新世

の前期と中期の境（更新統下部・中部の境界）

も，この層準においています．その絶対年代

は約80万年前にあたります． 

《氷期・間氷期の激しい交代》 

メタセコイア植物群消滅後になりますと，第

四紀型の温暖気候を示す樹種と，寒冷気候を

示す樹種とが交互に現れてくるのが特徴にな

ります．とくに上部の上半部(最上部)の時代

には，その傾向が顕著に現れます． 

Ｍa６層とＭa７層の間には，グイマツ，シラ

ビソ，イラモミなどの寒冷系樹種を産出する

有名なラリックス層があります．これは，グ

イマツ(Larix gmelinii)を含むのでラリック

ス層と呼ばれるのですが，これも三木先生が，

西宮市満地谷で1941年に発見されたものです

（その層準が明らかになったのは，だいぶ後

のことです）．グイマツは現在，北海道にも野

生しておりません．それより以北のシコタン

島・エトロフ島，カラフト，カムチャツカな

どに分布します．ですから，当時の気候は非

常に寒冷であった． 

編集 西宮のほかにも，寒冷系樹種はでてく

るんですか． 

市原 枚方の新香里や泉北の光明池でも，チ

ョウセンマツ，ツルコケモモなどの寒冷系樹

種やミツガシワが，Ｍa６層とＭa７層の間に

でてきます． 

ところが，次のＭa８の層準になりますと，ア

デクがでてきます．アデクは現在，九州南部

から沖縄，台湾，中国南部，インドシナ半島，

小笠原諸島などに分布する常緑の広葉樹です．

ですから，当時の気候は非常に温暖であった．

このアデクも，三木先生が1954年に，西宮市

上ヵ原で最初に発見されました．なおこの層

準では，枚方でアデク，泉北でセンダン，そ

して千里丘陵の待兼山では，ほぼ完全なワニ

の化石(マチカネワニ)が発見されています．

そして次のＭa８層とＭa９層の間からは，再

び寒冷系樹種のチョウセンマツがでてきます．

チョウセンマツはまた，私が以前に住んでい

た堺市北条町のＭa10層の上位の泥炭層から

もでておりまして，この寒冷な時期は北条寒

冷時とよばれています． 

以上のように，メタセコイア植物群消滅後の

時代，つまり更新世中期は，寒暖の交代の激

しさで特徴づけられるのですが，これは，氷 

写真7－枚方市別所山の崖（Ｍa12層をともなう中位段丘堆積層）
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期と間氷期との交代が，休みなく激しく繰り

返される第四紀特有の現象です．大阪層群の

場合には，こうした間氷期と氷期とに対応す

る海進･海退によって，この時代には，Ｍa３

層からＭa10層に及ぶ８枚もの海成粘土層が

堆積しました． 

今回の地質図では，さきにもおことわりしま

したが，これらの８枚の海成粘土層のすべて

について，それぞれの分布域を示すことはと

てもできませんでしたので，このうち主とし

て奇数番号の海成粘土層について，それらの

分布を示しております． 

このうちＭa３層は，黄色と緑色の境界線で，

Ｍa６層は，緑色とオレンジ色の境界線で示

されています．Ｍa４層は緑色の地層中にあ

りますが，これは残念ながら省略．Ｍa５層

は緑色の地層中の青線(5)．上部の上半部(最

上部)のＭa７・Ｍa８・Ｍa９層は，オレンジ色

の地層中の青線(7)，(8)，(9)で示してありま

す． 

Ｍa３層とそれより上位の海成粘土層の分布

をごく大ざっぱに眺めてみますと，まず京都

の向日町ではＭa３層からＭa７層までの各海

成粘土層が，伏見・深草ではＭa３層からＭa

６層までの各海成粘土層がでてきます．この

うちＭa６の海が一番奥まで入りこんでいた

ようで，JR東海道線の東山トンネルの京都側

の入口付近で貝化石が見出されています． 

神戸周辺には，Ｍa３層からＭa６層までぐ

らいの数枚の海成粘土層があります．西宮周

辺になりますと，Ｍa４層は断層のために地表

では見つかっていませんが，Ｍa３層からＭa

８層までの各海成粘土層がそろっています． 

大阪周辺の千里，枚方，泉南・泉北一帯にか

けては，Ｍa３層からＭa８層までの各海成粘

土層がそろって分布します．Ｍa９層になり

ますと，千里では豊中の付近，泉南・泉北で

は，泉大津の信太山の付近に限られてきます．

なお図には示していませんが，Ｍa10層は，

堺の津久野・上野芝の付近にでてくるだけで

す， 

《段丘堆積層および沖積層》 

大阪層群の時代は，Ｍa10の海を最後の海とし

て終わり，その後は，段丘堆積層・沖積層の

時代になります．段丘堆積層は，大阪層群を

不整合におおい，堆積平坦面を残す地層で，

古いものから順に，高位，中位，低位と分け

られます．沖積層はいちばん新しい地層で，

その堆積平坦面は沖積低地を形成しています． 

地質図では，高位段丘堆積層はうすいピンク

色，中位段丘堆積層はうすい青色，低位段丘

堆積層はうすい青緑色，沖積層は無塗色，埋

立地はうすいグレーで示してあります． 

沖積層には，よく知られているように，縄文

海進時の海成層，すなわちＭa13層がはさまれ

ていますが，これは沖積低地の地表下に分布

します．段丘堆積層には，高位段丘堆積層に

Ｍa11層が，中位段丘堆積層にＭa12層が，ま

た低位段丘堆積層に姶良火山灰層がはさまれ

ます．今回の地質図では，残念ながら，これ

らの海成粘土層や火山灰層の分布を記入でき

ませんでした．それでここでは，それらの分

布の概要を述べておきます． 

Ｍa11層は，播磨の岩岡周辺や高塚山周辺の

高位段丘堆積層中に，Ｍa12層は枚方市別所 

・枚方市中宮・大阪市上町・伊丹・明石城周

辺・明石海岸・加古川市神吉の中位段丘堆積

層中に，姶良火山灰層は京都・摂津富田・和

泉府中などの低位段丘堆積層中にあります． 

なお層序表では，更新統の上部と中部の境，

つまり更新世の中期と後期の境は，中位段丘

堆積層にはさまれるＭa12層の下限において

おります． 

《段丘堆積層と氷河性海水面変動》 

編集 段丘堆積層も，氷期・間氷期の気候変

動にともなって形成されているのでしょう． 

市原 そうだと思います．以前，枚方市の別

所山にひとつの崖がありました．この崖は，

宅地造成のためブルドーザーで削り取られて

しまい，いまではその実物を見ることができ

なくなってしまいましたが，中位段丘堆積層

の成因を解明する手がかりを与えてくれた貴

重なものでした． 

写真７は，いまから30年程前のこの崖の写真，

図５がこの崖のスケッチです．これらの図や

写真から，大阪層群をけずった谷を，中位段

丘堆積層(枚方層)が埋めている様子がよくわ

かります．枚方層は大きく見て，下位から基

底礫層，海成粘土層(Ｍa12層)，やや赤色土

化した上部砂礫層，と順に重なっており，ひ

とつの堆積サイクルを示しています． 

基底礫層の上面には，谷壁の傍に凹みがあり，

そこに泥炭層がありますが，これは，当時の

河川の流路跡に堆積したものと思われます． 

この泥炭層からは，チョウセンマツ・ヒメバ

ラモミなどの，寒冷な環境に生育する植物の

化石がでてきます．泥炭層の上の海成砂質粘

土層と海成粘土層の下部からは，モミ・ハリ

ゲヤキなどの寒冷気候を示す植物の化石とと

もに，温暖な気候を示すコナンキンハゼがで

てきます．海成粘土層の上部は，やや砂まじ

りとなりますが，そこにはカキの化石床がみ 

図5－枚方市別所山の崖 
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られ，上部の砂礫層へと移り変わっていきま

す．そして上部砂礫層の堆積面が，中位段丘

堆積層の段丘面を形づくっているわけです． 

このような堆積状況と化石の産出状況から，

当時の気候が寒冷から温暖へと移り変わって

いき，温暖な時期に海の進入のあったことが

わかります．枚方市別所山の崖は，中位段丘

堆積層が氷期から間氷期にかけての海水面変

動にともなって形成されたことを明瞭に示し

ています． 

《六甲変動》 

ところで，大阪層群下部～上部の時代にも，

大阪層群最下部時代からの地殻変動が，ひき

続いて進行しております．その結果，のちほ

ど断面図を見ていただくとわかることですが，

大阪層群は，撓曲し，また断層に切られて地

層が大きくくい違い，しばしば急傾斜してい

ます．そして堆積した当時の平坦面を残して

おりません．こうして，同じ時期に同一レベ

ルにつもった海成粘土層や火山灰層が，いま

では，あるものは丘陵頂部に顔を出し，ある

ものは地下数100ｍもの深さに埋没していると

いう状態が生まれています． 

そして，この断層に切られている地層の状態

や，同一層準の地層の分布や変形の様子を見

ていきますと，大阪層群を堆積した最後の時

代から，高位段丘の地層が堆積する直前の頃

までの時期には，かなり激しい変動が生起し

たのではないかと推定されます． 

もちろん，この時期をもって変動が終わった

わけではなく，それは現在に引き続いている

わけですし，また大阪層群の最下部から下部

の時代における変動も予想以上の規模で進行

しております． 

層序表では，この鮮新世以降の地殻変動を，

六甲変動として記してあります この変動に

より，いま見るような，平野・丘陵・山地と

いう地形の骨格がつくられているわけです． 

 

第四紀の地質図に求められるもの 

以上のように，この地質図では，大阪層群と

その相当層を，最下部，下部，上部の下半分

（狭義の上部），上部の上半分（最上部）とい

う同一基準で区分し，主要な鍵層を表示しま

した．特に海成粘土層については，できるだ

け多くのものを記しました．また，大阪層群

より新しい地層群は，段丘堆積層を高位・中

位・低位にわけ，沖積層とあわせて４区分し

ております． 

大阪層群の海成粘土層は，産出する貝化石か

らわかるのですが，そのすべてが内湾につも

った地層です．海成粘土層以外の地層は，湖

や沼につもった地層あるいは河成の氾濫原な

どの地層です．中国の第四紀研究者は，河湖

成層という言葉を好んで使いますが，大阪層

群も，海成粘土層をのぞけば，まさにこの用

語がぴったりとあてはまります． 

ですから大阪層群の地質図では，海成粘土層

を表示することによって，内湾成の地層であ

るか，あるいは河湖成層であるかという地層

の堆積環境が読みとれます．また海成粘土層

は，地層の層準まで示しますから，地質構造

を知るためにも役立ちます．そういう非常に

重要な内容を含んでおりますので，できるだ

け多くの海成粘土層を表示したわけです． 

第四紀の地質図を作製する場合には，これは，

最も新しい時代の地層を中心とした地質図で

ありますから，だいだいこの程度の細かい表

現をするのは，やむを得ないことですし，ま

たその必要があるわけです．ヨーロッパなど

でつくられた第四紀地質図を見ますと，地層

の堆積した環境が非常に細かく記入されてお

ります．例えば，氷河の堆積層，風成の黄土

層(レス層)，湖の堆積層，河の堆積層，デル

タの堆積層，そういったものが，如何にもそ

れらしい模様をいれて，詳しく表現されてお

ります． 

これは，古くから地質図がつくられてきた伝

統にも負うのでしょうが，これに比べると日

本の第四紀の地質図では，こういった堆積環

境を図の上に表現することを，なおざりにし

てきたという感じが否めないのです． 

それはどういうことかと言いますと，例えば，

表１の層序表には，左端の層相層序の項目に

茨木累層，千里山累層とあります．これはい

うまでもなく，千里丘陵の層相層序で，千里

丘陵で初めて地質調査をし，地質図をつくっ

たときに，地層を区分したさいの地層名です．

上位の茨木累層というのは，海成粘土と砂礫

の互層である．それより下位は，砂が卓越し

基底部に礫層がある．それでこれを，千里山

累層として区分する． 

このように，主に層相の違いから区分してい

るのですが，じつは，この区分には，もう１

つの事情がありまして，累層というのは，ふ

つう地質図をつくる場合の作図可能な単位と

みなされているんです．だいたい地質図とい

うのは，よほど特殊な場合を除けば，５万分

の１で出版されます．そしてこの場合に，作

図可能な単位が累層の単位とされる． 

つまり，現在のセンスでいいますと，茨木累

層のなかには，Ｍa２層からＭa９層までがは

さまれているわけですが，海成粘土層の１つ

１つを５万分の１の図のなかに描くのは不可

能です．だから，これらはすべて省略し，累

層の単位をもって図の表現を終了する．これ

が，常道とされているわけです．事実，千里

丘陵の初期の地質図は，こうした累層区分で 

写真8－東海銀行千里丘グランドの崖（大阪層群上部にみられるダイアステム）
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描かれています． 

ですから，今回の地質図を例にとると，大阪

層群最下部・下部・上部の下半分（狭義の上

部）・上部の上半分（最上部）といった区分

を，フォーメーションの単位のものとして，

それだけで図の表現を終わらせてしまうのが

普通なんです．しかし，それでは第四紀の地

質図としては，実用面からも，研究の上から

も，如何にも不十分です． 

それで今回は，そこで終わりにせずに，さら

にこの上に，海成粘土層や火山灰層を表示し

て，堆積環境や同一層準の単層の分布が読み

とれるようにしたわけです．その意味では，

この地質図は，12万5千分の１でありますけれ

ど，大阪層群に関しては，いままでに出版さ

れた5万分の１のものと同程度の，あるいはそ

れ以上の内容が表現されていると思います． 

ただ，今回は果たせませんでしたが，将来の

「大阪とその周辺地域の第四紀地質図」には，

段丘堆積層にはさまれる海成粘土層や火山灰

層の分布をも詳しく記入する必要があると思

います． 

 

②千里丘陵とその周辺の地質図 

 

２万５千分の１地質図 

つぎに千里丘陵の地質図について，簡単に触

れておきます．以前，本誌の11号に見開きの

ページ(p.30-31)に，千里丘陵中央部の２万５

千分の１地質図を載せていただいております． 

今回のものは，紙面が大きくなりましたから，

丘陵の全域はもちろん，周辺の地域も若干入

ります．それから，色調についても，今度の

ものは，12万5千分の１地質図に合わせてあり

ますので，見た感じは大分変わってまいりま

す． 

 

図6－千里丘陵八町池付近の大阪層群上部の地質柱状図 
<市原，1954 に加筆；八町池付近のＭa2 層下限より上位の地層は八町池互層と名づけられている> 

図7－千里丘陵八町池付近の大阪層群上部の地質柱状図作成位置 
<市原，1954 に加筆> 

●図 6の凡例およびスケール

https://www.kubota.co.jp/urban/common/high-resolution/30/30_15_Z6.pdf
https://www.kubota.co.jp/urban/common/high-resolution/30/30_15_Z6.pdf
https://www.kubota.co.jp/urban/common/high-resolution/30/30_15_Z7.pdf
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千里丘陵は，一番最初にかなり精度の高い大

阪層群の調査がおこなわれ，いまでも大阪層

群の模式地になっている重要な地域です．そ

れと，さきほども申し上げたように，今回の

12万５千分の１地質図をご覧になる方々に，

そのもとになっている地質図がどういうもの

かを，実際に見ていただきたい．そういうこ

とで，この機会に改めて載せていただくこと

になりました． 

この図のベースとなっている地形図は，昭和

35年に国土地理院から発行された２万５千分

の１図『吹田』，および昭和28年に国土地理

院から発行された２万５千分の１図『伊丹』

です．ご存じのように千里丘陵は，昭和30年

から開発がはじまり，千里ニュータウン，名

神高速道，中国自動車道，万博会場，新御堂

筋などが次から次へと建設されました． 

ですから現在の千里丘陵の地形図を見ますと，

例えば村落のように，開発前の地形を辛うじ

て止めているところもありますが，大半は，

開発にあたって削られた部分（丘陵の尾根筋

や斜面上部など）や，土盛りされた部分(谷筋

や斜面下部など）で占められています．私ど

もの地質調査は，丘陵開発の以前からおこな

っておりますので，その調査結果を，現在の

地形図に描くことは不可能です．それで開発

前の丘陵の元の姿が示されている古い地形図

を使っているわけです． 

この２万５千分の１の千里丘陵地質図では，

最下部・下部の火山灰層とすべての海成粘土

が，示してあります．12万５千分の１の地質

図では，細い線でしか表現できなかった海成

粘土層も，この２方５千分の１図で見ていた

だくと，斜面の傾斜が緩いところでは，ご覧

のように，はっきりと帯状に姿をあらわし様

相が一変します．丘陵の東部では，海成粘土

層が砂礫層と互層する様子が浮かび上がって

います． 

 

大阪層群上部の堆積サイクルとダイアステム 

編集 それらの互層は，いくつかの堆積サイ

クルが重なってできているのでしょうが，そ

の重なり方は，みんな一様なのですか． 

市原 干里丘陵八町池付近に分布している大

阪層群上部には，図６･図７の地質柱状図にみ

られるように，Ｃ1～Ｃ8の８つの堆積サイクル

があります．堆積サイクルの境界に注目しま

すと，Ｃ1－Ｃ2境界・Ｃ4－Ｃ5境界は漸移，Ｃ2－

Ｃ3境界・Ｃ3－Ｃ4境界・Ｃ5－Ｃ6境界・Ｃ6－Ｃ7境

界では，河成の砂礫層が，下位の海成粘土層

と明瞭な境界面をもって接しています． 

このような地層の重なりは，これらの互層が，

河成にはじまり，湖沼成－海成－湖沼成をへ

て，再び河成にいたる堆積サイクルの繰り返

しが基本となっていることを示しています． 

そして，Ｍa４・Ｍa５・Ｍa７・Ｍa８層の上

限では，一般に湖沼成層が欠け，これらの海

成粘土層も多少とも侵食をうけていて，河成

の砂礫層が直接にかさなっていると考えられ

ます． 

図６のなかで，地質柱状図９に見られるよう

に，中穂積の切り割りでは，海生貝化石を含

むＭa７層の粘土塊を多量に含む砂礫層が，

Ｍa７層の下位の砂礫層を直接におおってい

て，ここでは，Ｍa７層は削り去られていま

す．このような侵食は，まさにダイアステム

とよばれているものです（ダイアステムとは

短い時間間隙をもつにすぎない地層累積の現

象をいいます)． 

また，JR千里丘駅の西方の東海銀行千里丘グ

ランドの崖には，図６のなかの地質柱状図０

及び写真８に見られるように，Ｍa４層とそ

の上位の淡水成シルト・砂層を谷状に削り込

んで，Ｍa５層の下位の砂礫層が堆積していま

す．大阪層群では，Ｍa４層より上位の地

層には，このようなダイアステムがしばしば

認められるのです． 

図8－五月ヶ丘の地質調査図 <津田，1958に加筆>
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五月ヶ丘の地質と構造 

編集 千里丘陵からははずれますが，地質図

の北西端，池田のあたりで，大阪層群が丹波

層群と接しているところは非常に複雑な様子

ですが，ここは，どんな具合になっているの

でしょうか． 

市原 この地域は，津田春男さんが調査して，

その研究結果を1958年に，池田市中学校理科

研究協議会誌に発表されています．私は，津

田さんの案内で現地を見学しました．その時

のフィールド・ノートを手がかりにして，津

田さんの地質調査図を，現在の知識でとりま

とめたものが図８です．この図には，地層の

走向・傾斜が示してあります． 

接待池断層の北側には，ほとんど直立した大

阪層群下部が，南側には南傾斜の大阪層群上

部が分布しています．断層には，接待池断層

のほかに，五月ヶ丘断層・横岡断層・茶臼山

断層があって，北落ちの横岡断層をのぞき，

いずれも北上がり・南落ちの逆断層です．ピ

ンク火山灰層(Ｔ３)が五月ヶ丘断層にぶつか

っている露頭では，丹波層群（中・古生層）

のほぼ垂直な断層面に，ピンク火山灰層が東

から西に引きずられた状態で接しています．

大阪層群の構造からみて，五月ヶ丘断層は，

北上がりの逆断層であるとともに，右横ズレ

断層でもあります． 

 

さらに茶臼山では，茶臼山断層が高位段丘堆

積層を切り，数10cm程度の変位をもって，高

位段丘堆積層上に大阪層群がつき上げていま

す．現在，五月ヶ丘にはほとんど露出があり

ませんから，図８は貴重なデータだと思いま

す．五月ヶ丘断層は，北摂山地南麓ぞいの断

層(有馬－高槻構造線として一括されている)

の変動を，また接待池断層は，甲陽断層の延

長あるいはそれと雁行する断層の変動を，特

徴づけていると考えられます． 

 

 

 

 

 

③大阪・奈良地域の地質断面図 

 

最近，新聞にもよく報道されておりますが，

大阪平野やその周辺では，ボーリングによっ

て，地下深くから温泉が湧き出しております．

それで私，これらのボーリングデータを使っ

て地質断面を切ってみたいと思いまして，多

くの温泉ボーリングをおこなっている特殊プ

ラント工業へ，地質断面図を作りたいので最

近のデータを教えて下さいと，お願いに上が

りました．そうしましたら，快く引き受けて

いただきまして，こうして今回，私と，特殊

プラント工業の駿河進さん・佐藤光男さんの

編集として，この断面図がまとまることにな

ったわけです． 

温泉ボーリングの地点は，地質図にはピンク

色の数字でナンバーを記してあります．地質

断面図のほうにも，同じピンク色でナンバー

と地名を入れました． 

地質図の凡例には，もう１つ深層ボーリング

というのを記しています．これは，昭和38年

ごろから，おもに大阪府と大阪市が，地盤沈

下対策と関連しておこなった深いボーリング

です．またこれには，戦後まもない頃，大阪

で天然ガス調査を目的として行われたボーリ

ングも含まれています．これらの深層ボーリ

ングの地点は，地質図のほうには黒の数字で

ナンバーを，地質断面図のほうにも，同じく

黒でナンバーと地名を示しました． 

 

温泉ボーリングと深層ボーリング 

温泉ボーリングと深層ボーリングとでは，ど

ういう点が違うかといいますと，温泉掘りは

少なくとも1,000ｍ，深いものですと1,500ｍ

ぐらい掘ります．今のところ2,000ｍまで掘

ったものはまだありませんが，だいたい1,000

～1,500ｍぐらいまで掘ります．ですから，

幾つかのボーリングが，領家花崗岩類・丹波

層群（中・古生層）・神戸層群などの基盤岩に

到達しています． 

ただ温泉ボーリングでは，泥水を流しながら

ビットで掘っていくだけですから，コアは上

がってきません．みんな砕けて，いわゆるス

ライム（削片・切片）になって泥水と一緒に

上へあがってくる．ですから，アズキ火山灰

層や福田火山灰層がどこにあるかとか，海成

粘土層がどの深さにあるかとか，そういうこ

とはよくわからない．ただ何ｍで神戸層群の

スライムが上がってきて，さらにその何ｍ下

で丹波層群あるいは領家花崗岩類にあたった

とか，そういうことはわかります．非常に深

く掘ること，それが温泉ボーリングの特徴で

す． 

一方，深層ボーリングのほうは，田中元町の

ＯＤ-1が一番深くて907ｍです．深層ボーリン

グではコア採取につとめますが，さきにも触

れたように，ＯＤ-1でのコア採取率は平均44 

％，砂礫質のもので35％，粘土質のもので58

～49％で，全部のコアを採取することは不可

能です．しかし，深層ボーリングの場合には，

Ｍa１層やＭa２層がどこにあるか，うまく堀

り抜けば火山灰層がどこにあるかということ

はわかるわけです．その代わり深層ボーリン

グでは，深いもので約900ｍから700ｍ程度

です．浅いものですと200ｍ～350ｍほどです．

浅くても，アズキ火山灰層や海成粘土層がど

こにあるかはわかります． 

深層ボーリングでは，いままでに基盤岩に達

したものは，平野部では，都島のOD-2だけで

す．ここでは668ｍまで掘って656ｍで領家花

崗岩類にあたっている．つまり，温泉ボーリ

ングの行われる前までは，大阪ではこの１本

が基盤岩にあたったボーリングであったわけ

です． 

 

東西断面４本・南北断面２本 

では，どういう断面を切ったかということに

なりますが，これは，地質断面図を載せるス

ペースの都合もありますから，東西方向４本，

南北方向２本の計６本の断面を切ってみまし

た． 

まず左側の上段の図は，六甲山から大阪平野

へ向かい，そこから上町台地－河内平野－生

駒山地－奈良盆地という東西の断面です．六

甲山－生駒山の断面は，いままでにもよく使

われている一番ポピュラーな断面ですが，こ 
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の図では，奈良盆地まで含まれています． 

次に，左側の中段と下段ですが，この２つの

図が南北の断面です．中段の図は，北は北摂

山地に接した池田から，豊中・尼崎北東部を

通って港弁天町へ抜け，上町台地の西側から

堺・岸和田・泉佐野へと，ほぼ海岸線沿いに

走り，南端は和泉山脈に近い泉南中小路にま

で達する断面です．ただ泉南中小路からは，

大阪湾の中へと方向を変えて，新関西国際空

港まで断面線をのばしました． 

下段の図は，中段の図よりもう１つ東寄りの

南北の断面です．箕面から千里丘陵を抜けて

守口へ，そこから河内平野をほぼ南北に縦断

して泉北丘陵に入り，狭山まで抜けます．そ

して南端の狭山からは，東に向きを変えて富

田林まで断面線をのばしました． 

右側の３つの図は，大阪の北部～中央部の東

西の断面です．上段の図は，宝塚から伊丹の

段丘を通り，千里丘陵を抜けていく東西の断

面．中段の図は，大阪北部の沖積平野をほぼ

東西に走って，千里丘陵の南端に達する断面．

下段の図は，大阪湾からＯＤ-1，港弁天町を通

って江戸堀りに向かい，上町台地のすぐ北を

通って，そこから河内平野北部を東西に横断

して生駒山地に達する断面です． 

 

宝塚～千里丘陵の断面 

では，以上の６本の断面を切ったとき，地質

断面はどのような姿であらわれるか．話の順

序として，最初に，基盤岩に達したボーリン

グの数の多い右側の３つの東西の断面図から

見ていきます． 

まず右上の，宝塚から千里丘陵へ抜ける断面．

断面の西端，温泉③の宝塚弥生では，473ｍで

神戸層群，645ｍで丹波層群にあたっていま

す．そのすぐ東で，西宮からのびてくる甲陽

断層（西上がり・東落ち）にぶつかりますが，

伊丹の段丘を通って千里丘陵の西縁部にくる．

そうしますと，温泉⑦の豊中本町では神戸層

群は615ｍ，丹波層群は1,252ｍと深くなり

ます． 

そこから仏念寺山断層を抜け，温泉⑥の万博

公園にきますと，神戸層群は433ｍ，丹波層群

は730ｍ．ぐんと浅くなってしまいます． 

その東，温泉⑪の吹田千里丘では，神戸層群

は526ｍ，丹波層群は597ｍにでてきます． 

仏念寺山断層の東側での神戸層群の深度は，

その少し北側で神戸層群が地表に露出してい

ますから，せいぜい100ｍぐらいです．ですか

ら，仏念寺山断層による地層の落差は400ｍ

ほどです． 

 

大阪北部の沖積平野下の東西断面 

次に中段の図．まず温泉⑬の尼崎次屋では，

大阪層群の基底は1,216ｍ．基盤は領家花崗

岩類で，ここには丹波層群はでてきません．

それが温泉⑧の吹田江の木では，1,000ｍで神

戸層群にあたり，領家花崗岩類は1,385ｍと

深くなっています．そして仏念寺山断層をは

さんで東側，深層⑰の吹田片山にくると，こ

こではぐんと浅くなって，神戸層群は368ｍ，

領家花崗岩類が551ｍです．ですから，ここで

の基盤の落差は約500ｍと推定されます． 

編集 ずいぶん落ちているんですね． 

市原 はい．千里丘陵の地質調査から予想し

ていた以上の落差です． 

編集 断層の西側の沖積平野の下の大阪層群

は，どのような具合なんですか． 

市原 深層⑤のＯＤ-5(尼崎戸の内)では，Ｍa 

10が68ｍ(Ｍaの深度は，海成粘土層上限の深

度です．以下すべて同じです)．Ｍa６が195

ｍ，アズキ火山灰が334ｍ，Ｍa１が437ｍの

深さにあることが明らかにされています．68

ｍ以浅は段丘相当層と沖積層です．大阪層群

の最下部と下部の境については，残念ながら

データがありません．千里丘陵の最下部・下

部の境から判断して，推定でその境を引いて

おります． 

 

大阪平野～河内平野北部の断面 

下段の図に移ります．大阪湾から中央突堤を

通って，深層①のＯＤ-1(田中元町)にきます．

ここは，深層ボーリングでは一番深い907ｍ

の掘削ですが基盤には達しません．しかしこ

こでは，アズキ火山灰が414ｍ，Ｍa１が518

ｍの深さにあることが明らかにされました． 

東へいって，温泉 の港弁天町は1,013ｍ掘

っていますが基盤にあたらずです．次の温泉

⑭の江戸堀３丁目も1,000ｍの掘削で基盤に

あたらずです． 

ところがすぐ東隣の，温泉 江戸堀２丁目で

は，基盤に達しまして，深さ1,475ｍで領家花

崗岩類にあたっております．じつはこの貴重

なデータは，図を仕上げる直前に私のところ

に届きました．おかげで上町断層のすぐ西側

の基盤の深さを図に明示することができまし

た． 

上町断層をはさんで東側，深層②のＯＤ-2（都

島）では，さきほど触れましたように，領家

花崗岩類が656ｍの深さにあります．ですから

ここでも，上町断層をはさんで約500ｍある

いはそれ以上の落差があるわけです． 

このあと断面は，河内平野北部を横断します

が，どのボーリングも基盤には達しておりま

せん．このうち，深層⑥のＯＤ-6(大東新田堺)

のデータを紹介しますと，Ｍa10が65ｍ，Ｍa

６が204ｍ，アズキ火山灰が362ｍ，Ｍa１が

417ｍです．また生駒山地西側の，温泉①住

道では701ｍの掘削ですが基盤には達してい

ません． 

 

六甲山から奈良盆地まで 

次は左上の図です．これは，六甲山から大阪

平野にむかい，上町台地を抜けて河内平野中

央部を横断して生駒山地に達し，さらに奈良

盆地までをおさめた長大な東西の断面です． 

まず西端の六甲山では，五助橋断層の東側，

標高500ｍのところに大阪層群下部がみえま

す．そこから尼崎大浜を通って，深層①のＯ

Ｄ-1（田中元町）にきます．ここでは，さきに

述べましたようにアズキ火山灰層は地下414ｍ

深にあります． 

OD-1からつぎの温泉 港弁天町までは，右下

段の図で見たとおりですが，今度はここから

温泉 中央高津へ向かいます．中央高津は

上町断層に接し，そのすぐ東側にありますが，

ここでは1,014ｍで領家花崗岩類にあたってい

ます．そして上町台地を横断して台地東縁の，

温泉⑯の生野桃谷にきますが，ここでも1,034 
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ｍという深いところに領家花崗岩類がでてきま 

す． 

編集 右下の図で，都島の領家花崗岩類はた

しか660ｍぐらい？ 

市原 ＯＤ-2(都島)では領家花崗岩類は656ｍ

です． 

編集 ＯＤ-2の場所は，都島といっても桜宮の

付近，上町台地の北端からほんのちょっとの

ところでは…… 

市原 そうです．場所は上町台地の北端から

北へ約1.2km，いま都島区役所のあるところで

す．上町台地から千里丘陵をむすぶ南北方向

のゾーンは，上町上昇帯とよばれており，上

昇帯の西端に上町断層があります．この上昇

帯では，まわりに比べて基盤の深度が浅いの

ですが，上昇帯のなかでは，少なくとも大阪

市南縁までは，基盤は南ほど深くなっている

ようです．北から南にむかって基盤が深くな

っていくのは，右側の３つの断面図からも読

みとることができます． 

さて断面の方は，この桃谷から河内平野中央

部を切って生駒山地に向かうのですが，残念

なことに，ここではまだ基盤に達したボーリ

ングはありません．温泉⑱の東大阪下小阪で

は1,271ｍ掘って基盤にとどかずです．すぐ東

に，深層③のOD-3（東大阪御厨）があります

が，河内平野の深層ボーリングのなかで，ア

ズキ火山灰層が最も深いところにでてくるの

が，このＯＤ-3です．その深さは413ｍで，ＯＤ- 

1(田中元町)の414ｍとほとんど同じです．で

すから，河内平野下の基盤の深度はかなり深

いと思います．この図では1,500ｍを想定し

て描いています． 

生駒山地を越えると奈良盆地ですが，奈良盆

地は，大阪に比べると基盤の深度ははるかに

浅くなります．一番深いもので，600ｍで中新

世の堆積岩(地獄谷層群)に，646ｍで領家花

崗岩類にあたっています． 

 

千里丘陵北西方～大阪平野～泉南海岸 

次は南北の断面です．中段の図は，北は北摂

山地の南縁から，仏念寺山断層－上町断層の

西側を走り，南は和泉山脈の少し手前で終わ

ります． 

まず，温泉 の池田呉服町ですが，ここでは

655ｍで有馬層群にあたっています．図の左端

には，この地点から北東方向に断面線を切っ

て大阪層群と丹波層群との境を描きましたが，

北上がり・南落ちの五月ヶ丘断層（有馬－高

槻構造線）と接待池断層のために，この地点

での基盤の深度は予測したより深い． 

池田からは，小野原断層帯を抜け千里丘陵西

縁部に入りますが，温泉⑦の豊中本町は右上

段の図にも示してあり，615ｍで神戸層群に

あたります． 

次の温泉⑬尼崎次屋，これも右中段の図にで

てきましたが，大阪層群の基底はぐんと深く

なって1,216ｍ．基盤は領家花崗岩類に変わ

ります．その南，温泉 の尼崎杭瀬では大阪

層群の基底はまた深くなって1,352ｍ，基盤

は領家花崗岩類です．それから南へさがって，

温泉 の港弁天町はさきにみたように1,013ｍ

で基盤にあたらずです． 

次の温泉 の西成梅南は，港弁天町の南東方，

上町断層に近づいている注目の地点なのです

が1,300ｍ掘って基盤に達しておりません． 

次の，温泉 は堺大浜の埋立地です．1,000ｍ

掘って基盤にあたらずです．そしてぐんと南

にきて，温泉④の岸和田並松になりますと，

1,064ｍで領家花崗岩類にあたります．泉佐野

のあたりからは浅くなりまして，温泉⑳の泉

佐野湊町では540ｍで泉南酸性岩類にあたり，

1,064ｍで領家花崗岩類がでてきます．さらに

温泉⑮の泉南中小路では420ｍで泉南酸性岩類

にあたっています． 

このすぐ南は和泉山脈になるわけですが，図

では，ここから断面線の方向を北西に変えて

大阪湾に入り，新関西国際空港までのばして

あります．新関西国際空港では，ボーリング

の数は多いのですが，401ｍと400ｍのものが

各１本，あとは200～150ｍのものばかりです．

アズキ火山灰層の深度は，深層⑱の新空港で

は209ｍ，深層⑲の新空港では353ｍです． 

写真9－温泉ボーリングにより地下深部から採取された基盤岩類のコア(岩芯) 写真10－江戸堀2丁目にて掘削中の1500ｍ温泉井
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千里丘陵～河内平野～泉北丘陵 

最後は下段の図です．まず北摂山地に接した

小野原断層帯の中，温泉⑨の箕面今宮があり

ます．ここでは383ｍで神戸層群に，丹波層群

には540ｍであたっています． 

ここから千里丘陵に入ると，右上段の図にも

示した温泉⑥の万博公園，温泉⑪の吹田千里

丘があります．それぞれ433ｍ，526ｍで神戸層

群に，730ｍ，597ｍで丹波層群にあたってい

ます． 

断面は，そこから河内平野を南北に抜けるの

ですが，ご覧のように基盤に達するボーリン

グはなく，河内平野の基盤の深さはまだ明ら

かにされておりません．そこでここでは，ア

ズキ火山灰層の深度を北から順に紹介してお

きます． 

まず深層⑬の摂津鳥飼では197ｍ，深層④Ｏ

Ｄ-4(守口庭窪)では193ｍ，深層⑥ＯＤ-6(大東

新田堺)では362ｍ，深層⑮鴻池新田では375

ｍ(推定)，深層③ＯＤ-3(東大阪御厨)が一番

深くて413ｍ．すぐ南の，温泉⑱の東大阪下小

坂は，さきほど申したように1,271ｍ掘って

基盤に達していません．その南の，深層⑦ＯＤ

-７(生野巽)は200ｍのボーリングなのでアズ

キ火山灰層にとどいていませんが，Ｍa６が

182ｍにあります．ＯＤ-3のＭa６は243ｍで

すから，ここでは，アズキ火山灰層は浅くな

り300ｍぐらいと推定されます． 

その南は，温泉②の東住吉矢田です．ここで

は1,200ｍ掘っていますが，基盤にとどいて

おりません．その南東，温泉⑩の松原別所で

やっと基盤にあたっておりますが，その深さ

は1,398ｍと非常に深い．基盤は領家花崗岩

類です． 

さらに泉北丘陵に入って，温泉⑫の堺南野田

になります．ここはもうアズキ火山灰層が地

表付近にでているところですが，大阪層群を

990ｍ堀抜いてやっと領家花崗岩類にあたっ

ています．丘陵では，大阪層群の厚さは四百

数十メートルしかないんです．それが，ここ

では倍の厚さです．しかもアズキ火山灰層の

付近から掘って990ｍです． 

その南は，温泉⑤の狭山岩室．ここでは627ｍ

で中新世の堆積岩（甘南備累層）に，700ｍで

領家花崗岩類にあたっています．断面は，こ

こから東に向きを変え，温泉 の富田林新堂

になりますが，ここでは525ｍで領家花崗岩

類にあたっています． 

 

大阪層群は，予想をはるかにこえて厚い 

だいたい以上が６枚の地質断面図のあらまし

です．あと１年か２年もたてば，基盤にあた

るボーリングの数はもっと増えてくると思い

ますが，今回は，現在明らかにされているも

のだけでまとめました．それでも，これまで

基盤の深度がわかっていたのは，都島のＯＤ- 

2(656ｍ)１本だけという状況に比べれば，今

回のものは基盤にあたっているものが20本以

上，そのうち1,000ｍを超えて基盤にあたった

ものが10本近くもあります．その結果，今回

の地質断面図は，これまでの断面図の姿とは

かなり違ってきております． 

何よりも今までと違うのは，大阪層群の基盤

の深度は，盆地の中心部ではたいへん深くて，

大阪層群の厚さは，私どもが予想しておった

厚さの倍近くあるということです．ですから，

盆地の中心部は，大きく沈降しているわけで

す． 

編集 温泉⑫堺南野田では，大阪層群の厚さ

は，丘陵地での厚さの倍ということですが，

これは，大阪層群の下部と最下部のそれぞれ

が，この地下では厚くなっているんでしょう

か．それとも最下部より下位の，丘陵にはで

ていない厚い地層が地下には堆積していると

いうことでしょうか． 

市原 たいへんむつかしい質問です．本当の

ことは，南野田でオールコア・ボーリングを

して，地下の地層を詳しく調べないとわかり

ません．私は，大阪層群最下部・下部の地層

が，南野田の地下では厚くなっていると考え

ていますが． 

編集 京都盆地は，深くはないのでしょう？ 

市原 黄檗では280ｍで丹波層群にあたってい

ます．また狐崎長琅さんら（1971，京大防災

研年報）の地震探査によれば，京都盆地南部

の巨椋池干拓地あたりで，基盤深度は600ｍ

～700ｍです．京都盆地中央部の基盤深度につ

いては，くわしいデータがないので，よくわ

かりません．しかし，その深度は南部よりか

なり浅いと思います． 

編集 紀ノ川沿いの菖蒲谷層は，どのくらい

の厚さなんですか． 

市原 地表地質調査によれば，菖蒲谷層の層

厚は200～150ｍです．地球科学総合研の井川

猛さんらの反射波法地震探査によれば，地下

の菖蒲谷層は南から北にむかって厚くなり，

中央構造線ぞいでは層厚約700ｍに達してい

ます．そうして，中央構造線は北上がり・南

落ちの逆断層であって，構造線南側の菖蒲谷

層の上に，北側の基盤岩が衝き上げています．

この探査結果は，日本地質学会第97年年会

(1990，富山)で発表されたものです． 

地表下に厚く伏在している菖蒲谷層は，その

大部分が大阪層群最下部相当層であり，一部

同層群下部相当層であると思います． 

編集 淡路島は，図３の地質柱状図では北淡

となっていましたが，南部まで含めるともっ

と厚いんですか． 

市原 少なくとも100ｍ以上厚くなります． 

淡路島の中部・南部の大阪層群には，より下

位の礫質の地層がみとめられているからです． 

 

大阪湾湾底下の大阪層群は2,000ｍを優に超す 

編集 大阪湾の下の大阪層群については，ど

のようなことがわかってきているのですか． 

市原 大阪湾湾底下についても，最近，反射

法探査による調査でいろいろなことがわかっ

てきております．大阪土質試験所の岩崎好規

さんらは，この方法で大阪湾を探査し，その

調査結果を，土質工学研究発表会（1990，岡

山）で，「反射法探査による大阪湾の深部構

造」という題で発表されています．その研究

発表会の講演要旨にもとづいて，その要点だ

けを紹介します． 

この探査は，大阪湾をクロスする２本の測線

でおこなわれております．１つは，友ヶ島の

少し北から大阪港の沖合へ向け，大阪湾を北

東方向に縦断するＡ測線．もう１つは，泉大津

の沖合から淡路島の假屋あたりへ向かって， 
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大阪湾の真ん中を東西に横断するＢ測線です．

Ａ測線での基盤の深度は，友ヶ島の付近では

1,200ｍ，湾の中央部では2,500ｍ，北の端で

は2,000ｍくらいであろう．Ｂ測線での基盤の

深度は，東端が1,500ｍ，そこから西へ向かう

につれて深くなり，淡路島の沖合で断層にぶ

つかる．この断層の東側での深度は，3,000ｍ

を超えそうである．断層の西側，淡路島寄り

では基盤の深度は2,000ｍ程度であろう．断

層による落差は1,000ｍに近い． 

だいたい以上が，岩崎さんらの調査結果の要

点です．これを，温泉ボーリングのデータと

あわせてみますと，3,000ｍを超すというの

はちょっと問題のようで，神戸層群まで含ま

れているのではないかという疑いがあります

が，大阪湾の中心部では，基盤の深度は，確

実に2,000ｍを超し，あるいは2,500ｍという

のも納得できる深さです． 

したがって結論は，大阪堆積盆地の中心部で

は，大阪層群は，いままで考えておったより，

倍以上厚いということです．これに比べると，

陸上の丘陵の地層は非常に薄い．ですから，

この堆積のメカニズムをどう考えるか．こう

した問題も，今後の課題になってきているよ

うに思います． 

編集 大阪湾の下まで含めると，じつに驚異

的な量のたくさんの泥や砂礫が堆積盆地内に

運ばれたと思いますが，それを供給したのは，

主に和泉山脈や生駒山地になるわけですか． 

市原 いま言われた両山地はもちろんですが，

それだけではなしに，北摂山地・丹波山地や

紀伊山地からも沢山の量が運ばれてきたと思

います．例えば生駒山地を裏返しにして全部

埋めたって，高さ600ｍですから，大阪堆積盆

地はとても埋まりません(笑)．さらに和泉山

脈を全部持ってきても，高さ1,000ｍですか

ら，そんなものでもとても埋まりません． 

大阪堆積盆地を埋めるためには，どうしたっ

て北摂・丹波の山地や紀伊の山地から，すご

い量が運ばれてこなければ，埋まりません． 

 

おわりに 

編集 話は別になりますが，温泉はどのくら

いの深さで湧くんですか． 

市原 いちがいにはいえませんが，1,000ｍか

ら1,500ｍぐらいで，40度から50数度の温泉源

にあたるようです．私は，温泉ボーリングの

おかげで，大阪・奈良地域の地質断面図を描

くことができました．しかし，まだ不充分な

地質断面図だと思っています．是非，大阪府 

・大阪市などの行政当局が，標識的な地点を

数ヵ所えらんで，2,000ｍぐらいのオールコア 

・ボーリングを実施してほしいと考えていま

す．このようなボーリングから得られるデー

タは，大阪とその周辺地域の災害対策・環境

保全計画などにとって，欠くことのできない

基礎資料になると思うからです． 

編集 平野部で温泉をくみ過ぎると，地盤沈

下の恐れがありませんか． 

市原 余りくみ過ぎると，また地盤沈下が起

こります．しかし，40～50数度の温度の温泉

が地下から上がってくるうえに，これはクリ

ーンなエネルギーです．ですから，科学的に

コントロールして使えば，非常に有用な地下

資源だと思います． 

なお，もう終わりだと思いますので，一言つ

け加えさせていただきますが，今回の地質図

のようなものの刊行は，本来は公共の機関が

おこなって然るべきものと思います．ところ

が，今度のように府・県の枠をはみだした広

域の，しかも特定の地層群に限定したものと

なると，これを扱ってくれるところが見あた

りません．ですから，こうした地質図の出版

じたいが，私には不可能に近かったんです． 

その意味で，「大阪とその周辺地域」と「千里

丘陵とその周辺」の地質図の刊行をおひきう

けいただいた株式会社クボタと出版担当のみ

なさまには，私個人の立場だけでなく，多く

の研究者の意も加えましてお礼を申しあげま

す． 

それからもう一つ，読者のみなさまには，近

く出版される「大阪層群」の方も，是非ご覧

いただければと思います． 

編集 時間もだいぶ過ぎてしまいました．本

日は，お疲れのところを長い間，有り難う存

じました． 

〔第２刷追記／市原，1994年３月〕 

大阪層群の火山灰の噴出源 

近年，地質調査所グループの水野清秀・吉川

清志・下川浩一氏らは，アズキ火山灰が大分

市の曲
まがり

火砕堆積物に，ピンク火山灰が九州の

耶馬渓火砕堆積物に対比されることを指摘し

た．また，同グループの鎌田浩毅氏は，豊肥

地熱地域の調査結果にもとづいて，今市火砕

堆積物(＝曲火砕堆積物)と耶馬渓火砕堆積物

が，いずれも，阿蘇山の北北東約40km(豊後

中村駅の約４km)の猪
し し

牟田
む た

付近の地下に，よ

り新期の火山岩類・堆積岩類におおわれて，

伏在している直径約10kmの猪牟田カルデラを

噴出源としていることを明らかにした． 

アズキ火山灰（約80万年前）とピンク火山灰

（約90万年前）は，いずれも，中部九州の猪

牟田カルデラを噴出源とする巨大な噴火の産

物である． 

なお，福田火山灰（約160万年前）の噴出源

は，大阪市立大学の吉川周作氏，地質調査所

の吉田史郎氏らの最近の研究によれば，近畿

の北東方，長野・岐阜県山岳地域と推定され

ている． 

ゾウ化石について 

大阪市立自然史博物館の樽野博幸氏・京都大

学名誉教授の亀井節夫氏は，大阪層群とその

相当層から産出するゾウ化石について再検討

をおこなった．その結果，プロクシムスゾウ

とシガゾウはシガゾウに，アカシゾウとスギ

ヤマゾウはアケボノゾウに一括され，スギヤ

マゾウの一部(小型のもの)はアケボノゾウ類

似種として区別され，エレファントイデスゾ

ウはシンシュウゾウと改名された．詳細につ

いては，『大阪層群』(創元杜)のp.216－231を

参照されたい．本誌第２刷では，p.9の表１「大

阪層群(鮮新・更新統)の総合層序表」のゾウ

化石名とゾウ化石分帯を，樽野・亀井の再検

討結果にもとづき修正した． 

『大阪層群』の出版 

本地質図と対になっている単行本は，市原実

編著『大阪層群』(Ａ４判，340ページ，定価

12,000円)として，1993年６月に創元社より出

版されました． 




